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 東芝バイポーラ形リニア集積回路 シリコン モノリシック 

TA7289P,TA7289F/FG 
 
PWM 方式バイポーラ型ステッピングモータドライバ 
 
 

TA7289P、TA7289F/FGは、PWMチョッパ方式を用いたバイポー
ラ型定電流ドライバ ICです。 
定電流値は、基準電圧 Vrefと電流検出用抵抗 RSとで任意に電流レン
ジを設定でき、さらにその値を内蔵の 4bit D / Aコンバータにより、
16 段階に分割設定可能です。内蔵の発振回路にコンデンサを接続す
ることで周波数 40kHzまでの基準発振を得ることができます。 
マイコンなどで容易にソレノイド、ステッピングモータなどの誘導

性負荷を高効率にドライブできます。 
 

特  長 
 動作電源電圧範囲 : VCC (opr.) =6～27V 
 正転、逆転、ストップの 3モード選択可能 
 4bit D / Aコンバータ内蔵 
 ドライブ能力が大きい。 : IO=1.5A (MAX.) 
 PWMチョッパ方式による定電流駆動方式 
 外付け部品点数が少ない。 
 入力 IN A / IN B : LS-TTLコンパチブル 

 

 
質量 
DHIP14-P-500-2.54A : 3.00 g (標準) 
HSOP20-P-450-1.00 : 0.79 g (標準) 

TA7289FGは、鉛フリー製品です。 
TA7289Pは、Sn メッキ品(内部に鉛使用)です。 
＜はんだ付け性について＞ 
(1)はんだ槽（Sn-37Pb半田槽）の場合 
 はんだ温度 230℃、浸漬時間５秒間１回、Ｒタイプ フラックス使用
(2)はんだ槽（Sn-3.0Ag-0.5Cu半田槽）の場合 
 はんだ温度 245℃、浸漬時間５秒間１回、Ｒタイプ フラックス使用
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ブロック図 (基本応用回路) 
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端子説明 

端子番号 

P F/FG 
端子記号 端子説明 

1 20 Vref NF 電圧設定端子 (アナログ入力) 

2 2 IN B 入力信号端子 

3 3 IN A 入力信号端子 
ファンクション 

4 5 COSC 内部発振周波数設定端子 

5 7 NF 出力電流検出端子 

6 9 OUT B B出力端子 

7 10 VI コンパレータ入力端子 

8 12 OUT A A出力端子 

9 14 GND 接地端子 

10 15 VCC 電源電圧端子 

11 16 20 D / A 入力端子 

12 17 21 D / A 入力端子 

13 18 22 D / A 入力端子 

14 19 23 D / A 入力端子 

FIN FIN GND 接地端子 

＊ TA7289F/FGは、①、④、⑥、⑧、⑪ピンは、ノンコネクション 
 

ファンクション 

IN A IN B OUT A OUT B モード 

L L OFF OFF ストップ 

H L H L CW / CCW 

L H L H CCW / CW 

H H OFF OFF ストップ 

 

入力回路 

図 1
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D / A部回路 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 
 

OSC部+コンパレータ部 

 

図 3 
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発振周波数について 
 

OSC部において、外付けコンデンサ C1に、R3を介して充電されその電位 V4 が、 
 V4(=Q4ベース電位) 

   =2.5V (=5V×
21

2
RR

R
+

) +Q3 (VBE) +Q4 (VBE) 

   =3.8V 
になった瞬間に Q4、Q3、Q2、Q1が ONして 

 V4=Q4 (VBE) +Q3 (VBE) +Q1 (VCE SAT) 
  =1.5V 
まで放電されます。放電される時間を無視すると、 
V4の充電カーブは、 

 V4=5・(1－e－
3R1C

1
⋅
・t)..........................................① 

にて与えられ、ここで、V4=1.5V (t=t1)、V4=3.8V (t=t2)とすると、 

 t1=－C1・R3・1n (1－
5 

1.5 ) .......................................② 

 t2=－C1・R3・1n (1－
5 
3.8 ) .......................................③ 

従って、発振周波数 fOSCは、 

 fOSC=
2t1t

1
−

=
))(⋅)(⋅(⋅

5
3.8-11nR-

5
1.5-11nRC

1

331

 

     =
121.4C

1  (kHz) (C1 はμF)となります。 

 

絶対最大定格 (Ta=25°C) 

項目 記号 定格 単位 

電 源 電 圧 VCC 30 

Vref 30 

VIN 7 入 力 電 圧 

VI 2 

V 

Pタイプ 1.5 

F/FGタイ
プ 

IO (MAX.) 
0.8 

Pタイプ 0.7 
出 力 電 流 

F/FGタイ
プ 

IO (AVE.) 
0.3 

A 

Pタイプ 2.3 
許 容 損 失 F/FGタイ

プ 

PD (注) 
1.0 

W 

動 作 温 度 Topr －30～85 °C 

保 存 温 度 Tstg －55～150 °C 

(注) 放熱板なし 
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電気的特性 (VCC=24V、Ta=25°C) 

項目 記号 測定

回路
測定条件 最小 標準 最大 単位 項目

ICC1 CW / CCW 12 20 30 

ICC2 STOP 12 20 30 

ICC3 CW / CCW 20
～23 : H 12 20 30 

電 源 電 流 

ICC4 

1 

CW / CCW 20
～23 : L 

出力 

 : OPEN 

13 23 32 

mA 

VIN (H) 2.0 ― 7.0 
入 力 電 圧 

VIN (L) 

2 IN A, IN B 
ソースタイプ －0.4 ― 0.8 

V 

入 力 ヒ ス テ リ シ ス 幅 ΔVIN 2 ― ― 0.8 ― V 

IIN1 
IN A, IN B VIN=0V 
ソースタイプ ― 25 35 

入 力 電 流 
IIN2 

2 
20, 21, 22, 23 VIN=0V 
ソースタイプ 

90 160 200 
μA 

VSAT U1 ― 1.1 1.5 

VSAT L1 

IOUT=0.2A 
― 0.8 1.1 

VSAT U2 ― 1.2 1.7 

VSAT L2 

IOUT=0.7A 
― 0.9 1.3 

VSAT U3 ― 1.8 2.6 

出 力 飽 和 電 圧 

VSAT L3 

3 

IOUT=1.5A 
― 1.2 1.9 

V 

制 御 電 源 電 圧 Vref ― ― GND ― 2.0 V 

制 御 電 源 電 流 Iref 2 Vref=0～2.0V ― 25 35 μA 

VFU ― 2.6 3.3 
ダイオードフォワード電圧 

VFL 

4 IF=1.5A 
― 0.8 1.1 

V 

IL-U VL=30V ― ― 50 
出 力 リ ー ク 電 流 

IL-L 

5 
VL=30V ― ― 50 

μA 

N F 端 子 電 流 INF 6 ソースタイプ VNF=0～2.0V 
Tj=0～125°C 180 300 490 μA 

内 部 電 源 出 力 電 圧 VCC2 6 ― ― 5 ― V 

発 振 定 数 設 定 抵 抗 ROSC 6 Tj=0～125°C 13 20 32 kΩ 

 
 



TA7289P/F/FG 

2006-1-23 
 

7

測定回路 1. 
 

ICC1、2、3、4 

 

測定回路 2. 
 

VIN (H)、(L)、IIN1、2、ΔVIN、Iref 
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測定回路 3. 
 

VSAT U1、L1、U2、L2、U3、L3 

 (注)  RLは IOUT=0.2A / 0.7A / 1.5Aに設定 
 

測定回路 4. 
 

VFU、VFL 

 

TA7289P/F/FG 

TA7289P/F/FG 

TA7289P/F/FG 

TA7289P/F/FG 



TA7289P/F/FG 

2006-1-23 
 

9

測定回路 5. 
 

IL-U、IL-L 

 

測定回路 6. 
 

INF、VCC2、ROSC 

 
 
 
 

 
 

(注) ROSC=
)A(I

(V)V

SCO

CC2 (Ω) 
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測定回路 7. 
 

IOUT-Vref特性、IOUT-D / A特性 

 

測定回路 8. 
 

ICC-周波数特性 
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応用回路例 1. 
 
 

 
 

(注 1) 出力負荷の大きい場合に、取り付けを推奨します。 

(注 2) CF、RF は、RNF に乗るスイッチングノイズを吸収し、コンパレータの誤動作を防ぐためのフィルタです。そ
のとき、PWM 動作ループでの時間遅れが生じますので、CF、RF については、セットに見合う値の設定が必
要となります。 

TA7289P/F/FG 
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応用回路例 2. 2 相バイポーラステップモータ駆動 (PWM 方式) 

 

(注) 出力間ショート出力の天絡、地絡、隣接ピンショート時に ICの破壊の恐れがありますので、VCC，VM，GND，
ラインの設計は十分注意してください。 

TA7289P/F/FG 
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外形図 
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外形図 
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記載内容の留意点 

1. ブロック図 
ブロック図内の機能ブロック/回路/定数などは、機能を説明するため、一部省略・簡略化している場合がありま
す。 

 
2. 等価回路 

等価回路は、回路を説明するため、一部省略・簡略化している場合があります。 
 

3. タイミングチャート 
タイミングチャートは機能･動作を説明するため、単純化している場合があります。 

 
4. 応用回路例 

応用回路例は、参考例であり、量産設計に際しては、十分な評価を行ってください。 
また、工業所有権の使用の許諾を行うものではありません。 

 
5. 測定回路図 

測定回路内の部品は、特性確認のために使用しているものであり、応用機器の誤動作や故障が発生しないことを

保証するものではありません。 
 

使用上のご注意およびお願い事項 

使用上の注意事項 
(1) 絶対最大定格は複数の定格の、どの一つの値も瞬時たりとも超えてはならない規格です。 

複数の定格のいずれに対しても超えることができません。 
絶対最大定格を超えると破壊、損傷および劣化の原因となり、破裂・燃焼による傷害を負うことがありま

す。 
 

(2) 過電流の発生や ICの故障の場合に大電流が流れ続けないように、適切な電源ヒューズを使用してください。
ICは絶対最大定格を超えた使い方、誤った配線、および配線や負荷から誘起される異常パルスノイズなど
が原因で破壊することがあり、この結果、ICに大電流が流れ続けることで、発煙・発火に至ることがあり
ます。破壊における大電流の流出入を想定し、影響を最小限にするため、ヒューズの容量や溶断時間、挿

入回路位置などの適切な設定が必要となります。 
 

(3) モータの駆動など、コイルのような誘導性負荷がある場合、ON時の突入電流や OFF時の逆起電力による
負極性の電流に起因するデバイスの誤動作あるいは破壊を防止するための保護回路を接続してください。

ICが破壊した場合、傷害を負ったり発煙・発火に至ることがあります。 
保護機能が内蔵されている ICには、安定した電源を使用してください。電源が不安定な場合、保護機能が
動作せず、IC が破壊することがあります。IC の破壊により、傷害を負ったり発煙・発火に至ることがあ
ります。 

 
(4) デバイスの逆差し、差し違い、または電源のプラスとマイナスの逆接続はしないでください。電流や消費

電力が絶対最大定格を超え、破壊、損傷および劣化の原因になるだけでなく、破裂・燃焼により傷害を負

うことがあります。なお、逆差しおよび差し違いのままで通電したデバイスは使用しないでください。 
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使用上の留意点 
 

(1) 放熱設計 
パワーアンプ、レギュレータ、ドライバなどの、大電流が流出入する ICの使用に際しては、適切な放熱を
行い、規定接合温度 (Tj) 以下になるように設計してください。これらの IC は通常使用時においても、自
己発熱をします。IC放熱設計が不十分な場合、ICの寿命の低下・特性劣化・破壊が発生することがありま
す。 
また、ICの発熱に伴い、周辺に使用されている部品への影響も考慮して設計してください。 

 
(2) 逆起電力 

モータを逆転やストップ、急減速を行った場合に、モータの逆起電力の影響でモータからモータ側電源へ

電流が流れ込みますので、電源の Sink 能力が小さい場合、IC のモータ側電源端子、出力端子が定格以上
に上昇する恐れがあります。 
逆起電力によりモータ側電源端子、出力端子が定格電圧を超えないように設計してください。 
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